
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
□ 平成 25 年度 商⼯三団体による県知事要望（P.1） 
□ 平成 25 年度 第 1 回商⼯会⻘年部員研修会 等（P.2） 
□ 平成 25 年度 第 1 回商⼯会⼥性部員研修会 等（P.3） 
□ わがまちの元気な企業再発⾒〜岩⽊⼭養蜂〜（P.4） 
□ 商⼯会だより〜三沢市商⼯会〜⻘森市浪岡商⼯会〜（P.5） 
□ 次世代事業者育成事業 創業塾・後継者塾開催のご案内（P.6） 
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【【外外ヶヶ浜浜町町（（旧旧三三厩厩村村））    

～～竜竜飛飛岬岬～～】】  

  

「竜飛岬」は津軽半島の最

北端に位置し、昭和５０年３月

に「津軽国定公園」の指定を

受けました。１年の半分以上が

風速２０ｍの強風が吹く風の岬

であり、その風光明媚さ故に

石川さゆりや吉幾三等の多く

の歌手に歌われ、太宰治も小

説「津軽」のなかで「本州の極

地…。」「本州の袋小路…。」と

書き綴った名所です。 

そんな「本州の袋小路」に

昭和６３年３月、本州と北海道

を結ぶ、全長５３．８５ｋｍの世

界最長の鉄道トンネルである

「青函トンネル」が完成したの

です。トンネル内にある「竜飛

海底駅」はもともと避難用とし

て設置されたものですが、１日

２回停車する観光等の見学コ

ースとして利用されてきまし

た。しかし、残念なことに平成

28 年春予定の新幹線（新青森

―新函館）開業に伴い、今年

11 月で廃止となる事が決定と

なりました。 

また、岬下から灯台までつ

ながる国道３３９号線は日本唯

一の「階段国道」であり、階段

部分は車輌通行不能ですが、

総距離３８８．２ｍ、急勾配の

階段数は３６２段あり、くねくね

と民家の軒先を通る風情ある

ユニークな国道であり、観光コ

ースとして多くの人が訪れてい

ます。 

  

  

今⽉の⼀枚 

外ヶ浜町（旧三厩村） 

「⻯⾶岬」 
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地
域
資
源
を
活
用
し
た
加
工

食
品
の
販
路
開
拓
に
つ
い
て

                              

            

当
日
は
、
県
商
工
会
議
所
連
合
会
（
林

光
男
会
頭
）・
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

（
蝦
名
文
昭
会
長
）・
県
商
工
会
連
合
会

（
今
誠
康
会
長
）
の
三
団
体
の
幹
部
と
、

三
村
知
事
を
は
じ
め
商
工
労
働
部
な
ど

県
担
当
部
局
幹
部
が
出
席
し
ま
し
た
。 

三
団
体
よ
り
三
村
知
事
に
要
望
書
を

手
渡
し
、
青
森
県
商
工
会
連
合
会
今
会

長
を
座
長
と
し
て
懇
談
会
に
入
り
ま
し

た
。 県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
よ
り
平
成

二
十
六
年
度
の
予
算
編
成
で
の
小
規
模

事
業
対
策
予
算
及
び
中
小
企
業
連
携
組

織
対
策
事
業
予
算
の
十
分
か
つ
安
定
的

な
確
保
を
要
望
し
ま
し
た
。 

続
い
て
県
商
工
会
会
議
所
連
合
会
よ

り
、
北
海
道
新
幹
線
開
通
と
北
海
道
と
の

経
済
交
流
拡
大
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

継
続
し
て
行
っ
て
い
る
事
業
を
は
じ
め

今
後
、
新
た
に
実
施
す
る
広
域
連
携
に

よ
る
事
業
な
ど
に
対
し
て
支
援
と
協
力

を
要
望
し
ま
し
た
。 

県
商
工
会
連
合
会
か
ら
は
大
江
副
会

長
よ
り
、
商
工
会
地
域
が
地
域
の
資
源

を
活
用
し
た
様
々
な
加
工
食
品
を
開
発

し
な
が
ら
販
路
開
拓
に
努
め
て
い
る
事

業
者
も
あ
る
が
、
量
産
体
制
の
確
保
や

人
材
不
足
等
の
要
因
か
ら
思
う
よ
う
に

販
路
開
拓
が
進
ま
な
い
状
況
に
あ
り
、

そ
の
た
め
専
門
家
招
聘
に
よ
る
営
業
力

や
商
品
改
良
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、

販
路
開
拓
の
た
め
の
様
々
な
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
。 

そ
し
て
、
資
金
力
や
営
業
力
の
弱
い

事
業
者
の
商
品
開
発
や
情
報
発
信
、
専

門
家
招
聘
に
よ
る
現
地
指
導
や
バ
イ
ヤ

ー
と
の
商
談
会
、
販
路
開
拓
に
向
け
て

効
果
的
と
思
わ
れ
る
事
業
や
物
産
展
へ

の
参
加
な
ど
地
域
資
源
を
活
用
し
た
販

路
拡
大
に
係
る
取
組
に
つ
い
て
引
き
続

き
支
援
を
要
望
し
ま
し
た
。 

三
村
知
事
は
、
小
規
模
事
業
対
策
予

算
及
び
中
小
企
業
連
携
組
織
対
策
事
業

予
算
の
拡
充
・
強
化
に
つ
い
て
「
県
と

し
て
も
本
県
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
対

策
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
施
策
と
し
て

深
く
認
識
し
て
お
り
、
商
工
三
団
体
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
う
い
っ
た
状
況

を
ご
賢
察
い
た
だ
き
、
よ
り
一
層
の
効

率
的
効
果
的
な
事
業
執
行
に
つ
き
ご
協

力
を
願
い
た
い
」 

次
に
、
北
海
道
新
幹
線
関
連
に
つ
い

て
「
北
海
道
と
本
県
の
金
融
機
関
同
士

の
業
務
提
携
や
本
県
事
業
者
の
函
館
周

辺
へ
の
進
出
な
ど
交
流
連
携
の
動
き
が

出
て
い
る
の
で
引
き
続
き
商
工
三
団
体

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体
と
一
体
と

な
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」 

地
域
資
源
を
活
用
し
た
加
工
食
品
の

販
路
開
拓
に
つ
い
て
は
「
引
き
続
き
農

商
工
連
携
に
よ
る
地
域
資
源
の
活
用
や

販
路
開
拓
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
積
極

的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
た
い
」

な
ど
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

三
村
申
吾
知
事
と
県
内
商
工
三
団
体
と
の
懇
談
会
が
七
月
三
十
一
日
（
水
）
青

森
国
際
ホ
テ
ル
（
青
森
市
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
各
団
体
か
ら
の
要
望
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。 

青
森
県
商
工
会
連
合
会
か
ら
は
、「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
加
工
食
品
の
販
路
開

拓
に
つ
い
て
」
三
村
知
事
に
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

商工三団体から要望書を手渡す  
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第
一
回
商
工
会
青
年
部
員
研
修
会
並

び
に
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
青
年

部
主
張
発
表
青
森
県
大
会
が
六
月
十
九

～
二
十
日
の
二
日
間
、
三
沢
市
「
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ヒ
ル
」
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

県
内
商
工
会
青
年
部
員
八
十
四
名
が
出

席
し
ま
し
た
。 

 

 

 

       

主
張
発
表
大
会
で
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

の
代
表
よ
り
、
青
年
部
活
動
を
通
じ
て

得
ら
れ
た
個
人
の
実
体
験
や
、
今
後
の

取
り
組
み
に
対
す
る
目
標
や
課
題
な
ど

が
発
表
さ
れ
、
今
年
度
は
「
青
年
部
活

動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り 

～
地
域

の
活
性
化
と
は
？
～
」
と
題
し
、
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
を
通
じ
た
青
年
部
員
の
今
後

の
取
り
組
み
を
報
告
し
た
田
舎
館
村
商

工
会
青
年
部
の
小
野
敬
之
さ
ん
が
最
優

秀
賞
・
県
知
事
賞
に
輝
き
ま
し
た
。 

田
舎
館
村
商
工
会
青
年
部
で
は
、
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
に
加
え
、
地
元
の
ゆ
る
キ

ャ
ラ
や
Ｂ
級
グ
ル
メ
と
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
検
討
し

て
お
り
、
少
な
い
部
員
数
な
が
ら
も
人

数
を
補
う
個
々
の
団
結
力
で
地
域
の
活

性
化
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
主
張
し

ま
し
た
。
小
野
さ
ん
は
十
月
二
十
三
日

に
青
森
市
で
開
催
さ
れ
る
東
北
六
県
・

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
青
森
県
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
す
。 

ま
た
、
研
修
一
日
目
の
青
年
部
活
動

事
業
報
告
で
は
、
七
戸
町
商
工
会
青
年

部
宮
沢
部
長
よ
り
「
七
戸
は
や
ぶ
さ
Ｐ

Ｒ
隊
事
業
」
、
つ
が
る
市
商
工
会
青
年
部

鈴
木
部
長
よ
り
「
復
興
支
援
事
業
」
の

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。 

研
修
二
日
目
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
、「
青
年
部
活
動
と
部
員
増
強
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
討
論
し
、
各
グ
ル
ー

プ
の
代
表
か
ら
広
域
的
な
青
年
部
活
動

の
提
案
や
部
員
増
強
へ
の
参
考
事
例
に

つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

                   

   

 

六
月
十
日
「
商
工
会
の
日
」
に
合
わ

せ
て
、
商
工
会
青
年
部
全
国
統
一
事
業

で
あ
る
「 

“
絆
”
感
謝
運
動
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
青
年
部
と

地
域
と
の
「
絆
」
を
さ
ら
に
強
化
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
で
す
。 

青
森
県
で
は
十
一
商
工
会
で
一
〇
九

名
の
青
年
部
員
が
参
加
し
、
公
共
施
設

や
観
光
地
、
海
岸
・
河
川
等
の
清
掃
奉

仕
活
動
、
社
会
福
祉
施
設
の
慰
問
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

最優秀賞 小野 敬之 さん 田舎館村 

優秀賞 橋野 勇基 さん 十和田湖 

優良賞 葛西 良樹 さん 鰺ヶ沢町 

敢闘賞 傳法 厚史 さん 大間町 

相内 紀貴 さん 今別町 

熊谷 正浩 さん 南部町 

主張発表大会受賞者 

主張発表をする小野敬之さん

“絆”感謝運動に参加した青年部員 
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六
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日
の
二
日

間
、
五
所
川
原
市
「
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー

ト
五
所
川
原
」
に
於
い
て
第
一
回
商
工

会
女
性
部
員
研
修
会
並
び
に
商
工
会
女

性
部
主
張
発
表
青
森
県
大
会
が
開
催
さ

れ
、
県
内
か
ら
は
九
十
四
名
の
女
性
部

員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

一
日
目
の
主
張
発
表
大
会
で
は
県
内

六
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者
が
地
域
振
興
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
か
ら
得
た
こ
と
や
課

題
を
発
表
し
、
今
年
度
は
田
子
町
商
工

会
女
性
部
の
橋
本
礼
子
さ
ん
が
最
優
秀

賞
・
県
知
事
賞
に
輝
き
ま
し
た
。 

橋
本
さ
ん
は
、
田
子
町
の
に
ん
に
く

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に

創
意
工
夫
し
た
取
り
組
み
を
報
告
し
ま

し
た
。
ま
た
、
人
口
減
少
や
地
域
の
過

疎
化
か
ら
、
女
性
部
活
動
の
取
り
組
み

の
難
し
さ
を
課
題
と
し
て
掲
げ
、
行
政

や
一
次
産
業
業
従
事
者
と
い
っ
た
他
団

体
と
強
い
結
び
つ
き
を
持
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
今
後
の
地
域
社
会
を
支
え
る

手
段
に
な
り
得
る
と
主
張
し
ま
し
た
。 

      

                 

 

研
修
二
日
目
に
は
、
全
国
商
工
会
女

性
部
連
合
会
の
末
武
会
長
に
よ
る
講
演

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
に
て
「
女
性
部
活
動
と
部
員
増
強
に

つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
で
意

見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

       

七
月
二
十
五
・
二
十
六
日
の
二
日
間
、

福
島
県
郡
山
市
「
ホ
テ
ル
華
の
湯
」
に

於
い
て
、
平
成
二
十
五
年
度
東
北
六

県
・
北
海
道
商
工
会
女
性
部
員
交
流
研

修
会
並
び
に
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工

会
女
性
部
主
張
発
表
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
か
ら
は
二
十

五
名
が
参
加
し
、
総
勢
で
約
三
百
名
の

部
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

一
日
目
の
主
張
発
表
大
会
に
は
本
県

代
表
と
し
て
田
子
町
商
工
会
女
性
部
の

橋
本
礼
子
さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
優
秀
賞
に
終
わ
り
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
は
宮
城
県
代
表
・
河
南
桃
生

商
工
会
女
性
部
の
若
山
弘
子
さ
ん
が
受

賞
し
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
り

ま
し
た
。
ま
た
、
基
調
講
演
で
は
、
製

菓
会
社
で
あ
る
カ
ル
ビ
ー
（
株
）
代
表

取
締
役
の
伊
藤
秀
二
氏
に
よ
る
「
掘
り

出
そ
う
、
自
然
の
力
」
～
今
カ
ル
ビ
ー

が
進
め
て
い
る
こ
と
～ 

と
題
し
た
講

演
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

二
日
目
の
全
体
研
修
会
で
は
、
福
島 

   

                    県
の
三
名
の
女
性
部
長
が
復
興
支
援
活

動
の
事
例
を
紹
介
し
、
東
日
本
大
震
災

及
び
原
子
力
災
害
に
よ
る
大
き
な
影
響

が
あ
り
な
が
ら
も
、
地
域
の
復
興
を
目

指
し
て
一
生
懸
命
に
活
動
し
て
い
る
取

り
組
み
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

最優秀賞 橋本 礼子さん 田子町 

優秀賞 一戸 繁子さん 鰺ヶ沢町 

優良賞 田澤 よし子さん 藤崎町 

敢闘賞 沼辺 しげ子さん 六ヶ所村 

津嶋 惠美子さん 平内町 

川端 かつ子さん 東通村 

主張発表をする橋本礼子さん 

主張発表大会受賞者 
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旬
を
逃
が
さ
ず
最
高
の 

状
態
で
採
集
さ
れ
た
蜂
蜜 

蜂
蜜
を
使
っ
た
新
提
案 

ま
た
今
後
の
展
望 

   

 

 

      

 
 

  

岩
木
山
養
蜂
で
は
、
あ
か
し
や
・
り

ん
ご
・
と
ち
・
さ
く
ら
・
か
ぼ
ち
ゃ
・

ぼ
だ
い
じ
ゅ
・
い
た
ど
り
・
そ
ば
な
ど
、

多
種
多
様
な
蜂
蜜
を
扱
っ
て
い
ま
す
。 

特
に
、
移
動
養
蜂
を
行
っ
て
い
る
為
、

養
蜂
家
が
ト
ラ
ッ
ク
等
に
蜂
箱
を
積
み
、 

                   

  

花
の
時
期
に
合
わ
せ
各
地
を
移
動
し
な

が
ら
、
よ
り
多
く
の
蜜
を
最
高
の
状
態

で
得
ら
れ
る
の
が
こ
だ
わ
り
で
す
。 

更
に
、
雪
解
け
が
遅
い
岩
木
山
で
は
、

冬
が
終
わ
っ
て
も
蜜
蜂
は
あ
ま
り
活
発

に
動
け
ま
せ
ん
が
、
移
動
養
蜂
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
蜜
蜂
の
調
子
も
整
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
苦
労
を
惜
し
ま
ず

作
ら
れ
た
岩
木
山
養
蜂
の
蜂
蜜
は
、
と

て
も
品
質
が
よ
く
、
多
く
の
人
に
愛
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

り
ん
ご
蜂
蜜
か
ら
は
、
り
ん
ご
と
よ

く
似
た
酸
味
と
甘
味
が
感
じ
ら
れ
た
り

と
、
ど
の
蜂
蜜
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
蜂
蜜
の
用
途
は
幅
広
く
、
パ

ン
や
お
菓
子
は
勿
論
、
肉
料
理
や
野
菜

料
理
に
も
食
材
・
調
味
料
と
し
て
用
い

る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

 

今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
蜂
蜜
の
特
徴

を
生
か
し
た
、
食
べ
方
や
調
理
法
の
提

案
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
い
う
の

が
三
浦
さ
ん
の
思
い
で
す
。 

 
 

            

 

更
に
は
、
人
気
商
品
の
「
ナ
ッ
ツ
の

蜂
蜜
漬
け
」
や
「
は
ち
み
つ
飴
」
の
他

に
も
、
様
々
な
お
客
様
の
嗜
好
に
対
応

す
る
為
、
今
ま
で
以
上
に
蜂
蜜
を
使
用

し
た
加
工
品
や
お
歳
暮
等
の
ギ
フ
ト
品

の
強
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

岩
木
山
養
蜂
で
は
、
今
後
も
品
質
・

味
に
は
妥
協
を
せ
ず
に
、
蜂
蜜
に
関
す

る
様
々
な
提
案
を
し
な
が
ら
、
お
客
様

に
満
足
頂
け
る
商
品
を
作
っ
て
い
き
ま

す
。 

 

       

わ
が
ま
ち
の
元
気
な
企
業
再
発
見 

 

 

【企業概要】 

所属商工会：岩木山商工会

会社名：岩木山養峰 

店舗運営責任者：三浦喜代誠

電話番号：0172-83-2012 

http:// 

www.iwakisan.info/ 

※岩木山商工会青年部長 

旧
岩
木
町
（
現
弘
前
市
）
は
、
岩
木
山
の
南
東
に
位
置
し
、
「
嶽
き
み
」
「
温
泉
郷
」

「
世
界
一
の
桜
並
木
」
が
観
光
資
源
と
し
て
有
名
で
す
。
春
に
は
桜
、
夏
は
嶽
き
み
と
夏

ま
つ
り
、
秋
は
お
山
参
詣
、
冬
に
は
ス
キ
ー
と
季
節
ご
と
の
楽
し
み
方
が
あ
る
岩
木
山

は
、
い
つ
訪
れ
て
も
違
っ
た
魅
力
を
楽
し
め
ま
す
。 

今
回
は
そ
ん
な
岩
木
山
麓
で
、
国
産
蜂
蜜
を
生
産
・
販
売
さ
れ
て
い
る
、
「
岩
木
山

養
峰
」 

三
浦
喜
代
誠
（
み
う
ら
き
よ
た
か
）
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

蜂蜜の全てを凝縮した 
「はちみつ飴」  

季節の蜂蜜を求め 
移動養蜂をしています  

ギフトにも対応
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商
⼯
会
の
旬
の
話
題
を
提
供
し
ま
す 

    

  

三
沢
市
は
青
森
県
南
東
部
に
位
置
し
、

東
に
太
平
洋
、
西
は
自
然
豊
か
な
小
川

で
す
。 

三
沢
市
に
は
米
軍
基
地
が
あ
り
、
外

国
人
の
移
住
者
が
多
く
、
国
際
色
豊
か

な
地
域
で
す
。
そ
の
た
め
国
際
交
流
も

活
発
で
あ
り
、
特
に
「
ア
メ
リ
カ
・
ウ

ェ
ナ
ッ
チ
市
」
と
は
姉
妹
都
市
を
結
ん

で
お
り
、
盛
ん
な
交
流
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。 

 

独
特
の
異
国
情
緒
あ
る
商
店
街
で
夏

の
イ
ベ
ン
ト
「
三
沢
ま
つ
り
」
が
前
夜

祭
か
ら
好
天
に
恵
ま
れ
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

八
月
二
十
三
日
の
お
通
り
の
夜
間
運

行
で
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
町
内
会
な

ど
の
山
車
十
四
台
と
神
話
や
童
話
な
ど

を
テ
ー
マ
に
し
た
色
鮮
や
か
な
行
列
が
、

午
後
六
時
三
十
分
の
合
図
と
と
も
に

「 

ロ
ー
ド
商
店
街
」
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
賑
や
か
な
祭
り
ば
や
し
を
響

か
せ
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
山
車
が

夕
闇
に
包
ま
れ
た
一
・
八
キ
ロ
の
コ
ー

ス
を
練
り
歩
き
、
沿
道
の
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。 

八
月
二
十
四
日
の
中
日
は
、
国
際
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
仮
装
行
列
、

流
し
踊
り
、
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
）
が
開

催
さ
れ
、
本
年
も
、「
ア
メ
リ
カ
・
ウ
ェ

ナ
ッ
チ
市
」
か
ら
使
節
団
が
来
訪
し
、

祭
り
へ
参
加
す
る
な
ど
、
ム
ー
ド
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
月
二

十
五
日
の

お
還
り
は
、

日
中
の
山

車
合
同
運

行
で
し
た
。 

こ
の
日
も

天
候
に
恵

ま
れ
炎
天

下
で
の
運

行
と
な
り

ま
し
た
。 

そ
し
て
「 

ロ
ー
ド
商
店
街
」
で
の

フ
ィ
ナ
―
レ
は
各
祭
礼
に
よ
る
「
喧
嘩

太
鼓
」
で
エ
ー
ル
を
交
わ
し
、
行
く
夏

を
惜
し
み
つ
つ
、
来
年
に
向
け
て
再
会

を
約
束
し
た
の
で
し
た
。 

     

青
森
市
浪
岡
は
区
内
の
真
ん
中
を

岩
木
川
水
系
の
浪
岡
川
が
流
れ
て
お

り
、
中
世
の
里
と
し
て
多
く
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
四
季
を
問
わ
ず
た

く
さ
ん
の
来
訪
者
で
賑
わ
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
八
月
十
四
日
～
十
七
日
の

四
日
間
、
青
森
市
浪
岡
地
区
で
第
二

十
八
回
『
浪
岡
北
畠
ま
つ
り
』
が
今

年
は
「
原
点
回
帰
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
組
ね
ぶ
た
や
扇
ね

ぷ
た
の
運
行
や
、
中
世
の
歴
史
に
か 

             

か
わ
る
行
列
な
ど
浪
岡
地
区
の
代
表

的
な
お
祭
り
で
す
。 

地
元
に
ゆ
か
り
の
あ
る
南
北
朝
時
代

の
武
将
、
北
畠
顕
家
は
、
公
家
の
一

つ
、
後
に
伊
勢
の
戦
国
大
名
と
も
な
っ

た
氏
族
で
す
。
浪
岡
北
畠
氏
は
、
陸
奥

の
国
司
の
一
族
で
村
上
源
氏
の
一
族 

北
畠
家
の
流
れ
を
汲
む
名
門
で
あ

り
、
室
町
時
代
に
は
浪
岡
御
所
と
尊
称

さ
れ
ま
し
た
。 

祭
り
の
十
四
日
の
合
同
パ
レ
ー
ド

は
市
職
員
扮
す
る
武
者
ら
が
行
列
を

つ
く
り
、
掛
け
声
と
と
も
に
槍
の
演

武
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
吉
野

田
児
童
館
に
よ
る
一
輪
車
の
演
技
や

浪
岡
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
な
ど

多
く
の
団
体
が
、
駅
前
通
り
を
練
り

歩
き
夏
の
終
わ
り
を
感
じ
さ
せ
な
い

盛
り
上
が
り
で
し
た
。 

十
五
日
は
泣
き
相
撲
大
会
や
天
候

に
恵
ま
れ
た
火
の
玉
探
検
ツ
ア
ー
が

梵
珠
山
で
開
か
れ
、
多
数
の
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
。 

十
六
日
に
は
ね
ぶ
た
夜
間
運
行
が

行
わ
れ
、
活
気
溢
れ
た
様
子
に
沿
道

の
見
物
客
か
ら
は
歓
声
と
拍
手
が
あ

が
り
ま
し
た
。 

最
終
日
の
十
七
日
に
は
短
い
夏
を

惜
し
み
つ
つ
灯
ろ
う
流
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

商商
工工
会会
だだ
よよ
りり  

「
国
際
色
豊
か
な 

 
 

 
 

 

異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
街
」 

「
三
沢
ま
つ
り
」
開
催 

三沢市 

商工会 

きらびやかな祭りの山車

30

30 

ねぶた夜間運行の様子 

先
人
の
歩
み
な
し
で 

 
 

 
 
 

今
は
な
い 

「
浪
岡
北
畠
ま
つ
り
」
開
催 

青森市浪岡 

商工会 
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申込、お問合せ先：青森県商工会連合会 広域指導課・企業支援グループ迄（☎017-734-3394） 
また、都合により内容に変更が生じた場合はご了承ください。

 

 

 

 
 

県内商工会地域は、小規模事業者の高齢化・後継者不足・大型店の進出により廃業な

ど小規模事業者が減少している事から、①創業に関するノウハウの取得、または創業機

会の提供するための創業塾、②事業後継者の育成と継承の必要性に関する 

知識を図るための後継者塾を開催いたします。是非ご参加ください。 

①創業塾 受講料：無料  定員 20 名 

日 時 会 場 テーマ 

10/6（日） 
12 時 50 分 

～17 時 

つがる 

地球村 

（つがる市） 

オリエンテーション 

◆講義「今でしょう！起業のチャンス」 

◆講義「成功する創業の経営ノウハウ」  

  講師：竹川 敏雄 氏（㈱タケカワ経営事務所）  

◆創業時の資金計画の立て方 

  講師：㈱日本政策金融公庫弘前支店（国民生活事業部） 

10/12（土） 
13 時～17 時 

グランメール山海

荘 

（鰺ヶ沢町） 

◆講義「ビジネスプランの作り方」 

◆演習（グループワーク）「ビジネスプランを作る①」 

  講師：竹川 敏雄 氏（㈱タケカワ経営事務所） 

10/20（日） 
13 時 30 分 

～17 時 30 分 

かなぎ元気村かだ

るべぇ 
（五所川原市金木） 

◆講義「売れる商品づくり」 

  講師：落合 順子 氏（㈲シー・ポイント） 

◆演習（グループワーク）「ビジネスプランを作る②」 

  講師：竹川 敏雄 氏（㈱タケカワ経営事務所） 

10/27（日） 
13 時～17 時 

板柳町 

商工会館 

（板柳町） 

◆講義「売れる販売促進」 

  講師：中村 通 氏（中村デザイン事務所） 

◆実習（施設見学）／創業体験談 <炭焼みかみ 三上 尚孝 氏> 

◆創業者向け融資及び助成金ガイダンス、ビジネスプラン発表 

  講師：竹川 敏雄 氏（㈱タケカワ経営事務所） 

②後継者塾 受講料：無料  定員 20 名 

日 時 会 場 テーマ 

10/16（水） 
18 時～21 時 

温泉旅館 

松園 

（東北町上北） 

オリエンテーション 

◆グループディスカッション「後継者の心構え」 

◆講義「後継者のリーダーシップと人・組織の力」 

  講師：島田 学 氏（ジャイロ総合コンサルティング㈱） 

10/17（木） 
18 時～21 時 

野辺地町 

商工会館 

（野辺地町） 

◆講義「会計で会社を強くする」 

◆講義「知っておきたい会社の法務・税務」 

  講師：大石 幸紀 氏（ジャイロ総合コンサルティング㈱） 

◆後継者体験談＜㈱小坂工務店 代表取締役 小坂 仁志 氏＞ 

10/22（火） 
18 時～21 時 

七戸町 

商工会館 

（七戸町） 

◆講義「第二創業への挑戦①②」 

  講師：島田 学 氏（ジャイロ総合コンサルティング㈱） 

 

10/23（水） 
18 時～21 時 

ホテルグランヒル

つたや 

（三沢市） 

◆演習「経営計画の作り方①②」 

  講師：西村 伸郎 氏（ジャイロ総合コンサルティング㈱） 

10/24（木） 
18 時～21 時 

レストランカワヨ

グリーンロッヂ 

（おいらせ町） 

◆演習「経営計画の作り方③」 

  講師：西村 伸郎 氏（ジャイロ総合コンサルティング㈱） 

◆実習（講話）「経営への取り組み事例」 ＜レストランカワヨグリーンロッヂ＞ 

◆経営計画（経営理念・行動計画）発表、講評とまとめ 

 

 



 

http://www.jomon.ne.jp/~mozaidan/oubo.html 



 
   

●ダイレクト納付とは 
ダイレクト納付とは、事前に税務署に届出をしておけば、e-Tax を利用して電子申告等をした後に、届出をした預貯 

金口座からの振替により、即時又は指定した期日に納付することができる電子納税の納付手段です。 

●ダイレクト納付のメリット 
ダイレクト納付は、税務署や金融機関に出向くことなく、自宅やオフィスなどから納付が可能なほか、その他の電子 

納税にはない次のようなメリットがあります。 

①インターネットバンキングの契約が不要。 

       ②期日を指定して納付することが可能。 

③税理士が納税者に代わって納付手続を行うことが可能。 

●対象となる税目 
電子申告等が可能な税目（源泉税所得税、法人税、消費税及び地方消費税、 

申告所得税、贈与税、酒税、印紙税など）が対象となります。 

●ダイレクト納付の利用のために 
①e-Tax の利用開始手続が必要となるほか、ダイレクト納付利用届出書を 

所轄の税務署に書面で提出する必要があります。 

②ダイレクト納付が利用可能な金融機関については、国税庁ホームページ 

（www.nta.go.jp）の「利用可能金融機関一覧」でご確認ください。 

③ダイレクト納付利用届出書を提出してから利用可能となるまで１カ月程 

度かかります。 

④ダイレクト納付を行う際には、預貯金口座の残高にご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

  

ダイレクト納付 

利用開始のための手続 

e-Tax に関する情報はホームページへ www.e-tax.nta.go.jp 

e-Tax の操作に関するお問い合わせは e-Tax・作成コーナーヘルプデスクへ TEL0570-01-5901 

税に関する情報は国税庁ホームページへ www.nta.go.jp

国税庁からお知らせ 
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